
海
抜
四
〇
〇
～
九
〇
〇
メ
ー
▲
t
ド
ル
は
中
間
温
帯
樹
林
域
で
、
そ
の
上
部
七
〇
〇
～
九
〇
〇
メ
ー
ト
ル
は
 
 

イ
ヌ
ブ
ナ
や
シ
デ
類
等
の
落
葉
広
葉
樹
林
が
発
達
し
、
下
部
四
〇
〇
～
七
〇
〇
メ
ー
ト
ル
で
は
ウ
ラ
ジ
ロ
ガ
シ
な
ど
の
常
緑
広
葉
樹
 
 

林
や
モ
ミ
や
ツ
ガ
な
ど
の
針
葉
樹
林
が
発
達
す
る
。
海
抜
四
〇
〇
メ
ー
ト
ル
以
下
は
暖
温
帯
樹
林
域
で
、
シ
イ
林
を
代
表
と
す
る
常
 
 

緑
広
葉
樹
林
が
棟
相
と
な
る
。
し
か
し
、
こ
れ
ら
の
地
域
で
は
極
相
林
は
稀
で
多
く
は
二
次
林
化
し
て
お
り
、
広
島
県
で
は
南
部
お
 
 

よ
び
沿
岸
部
に
ほ
ア
カ
マ
ツ
二
次
林
が
多
く
、
北
部
お
よ
び
内
陸
部
で
は
落
葉
ナ
ラ
類
二
次
林
が
多
い
。
 
 

熊
野
盆
地
は
南
北
に
長
く
、
東
西
を
海
抜
五
〇
〇
～
七
〇
〇
メ
ー
ト
ル
の
山
々
に
挟
ま
れ
た
海
抜
二
〇
〇
～
 
 
熊
野
盆
地
の
植
生
 
 

二
五
〇
メ
ー
ト
ル
の
帯
状
の
盆
地
で
、
そ
の
大
部
分
が
熊
野
町
に
属
し
て
い
る
。
そ
の
平
地
部
分
は
大
部
分
 
 

が
水
田
や
住
宅
地
で
あ
り
、
海
技
三
〇
〇
メ
ー
ト
ル
以
上
の
山
地
は
森
林
と
な
っ
て
い
る
。
熊
野
町
の
約
七
〇
％
は
森
林
で
占
め
ら
 
 

れ
、
そ
の
内
八
〇
二
％
が
ア
カ
マ
ツ
林
で
あ
る
。
ち
な
み
に
残
り
の
〇
・
四
％
が
落
葉
広
葉
樹
林
、
九
・
三
％
は
低
木
群
落
、
 
 

九
二
ハ
％
が
伐
採
跡
群
落
、
〇
二
二
％
が
植
林
、
〇
・
三
％
が
竹
林
と
な
っ
て
い
る
。
な
お
、
常
緑
広
葉
樹
林
は
少
な
い
た
め
植
生
 
 

図
で
は
省
略
さ
れ
て
い
る
（
囲
1
1
2
1
1
参
照
）
。
ア
カ
マ
ツ
林
が
多
い
の
は
、
お
そ
ら
く
過
去
に
、
山
林
火
災
、
伐
採
な
ど
の
人
為
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物
 
 

広
島
県
の
植
生
の
概
観
 
 

第
三
節
 
植
 
 

一
植
 
 
 

広
島
県
の
垂
直
植
生
帯
は
海
抜
九
〇
〇
メ
ー
ト
ル
以
上
ほ
ブ
ナ
林
な
ど
の
発
達
す
る
冷
温
帯
樹
林
域
。
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1．匠冠国 落葉広葉樹林  6，E≡≡ヨ 竹林  
2．E≡三ヨ アカマツ林  7．国 章原群落（合放棄7畑）  
3．匡≡；ヨ 低木群落  8，田Ⅱヨ フ畑及び耕作地  

4．［＝＝コ 伐採跡群落  9．巨≡∃ 住宅地及び市街地  

5．旺遜遥 スギ・ヒノキ植林 10．■E■ 池及び貯水池  

囲1－3－1熊野町及びその闘召の相観植生国  
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的
な
影
響
を
受
け
た
た
め
と
考
え
ら
れ
、
加
え
て
町
内
の
大
部
分
が
ア
カ
マ
ツ
の
好
む
花
崗
岩
地
域
で
あ
る
た
め
で
あ
ろ
う
。
熊
野
 
 

町
の
森
林
相
生
の
種
組
成
的
な
特
徴
と
し
て
ほ
、
ア
カ
マ
ツ
、
サ
ル
ト
リ
イ
バ
ラ
、
ヤ
マ
ウ
ル
シ
、
コ
バ
ノ
ミ
ツ
バ
ツ
ツ
ジ
、
コ
ナ
 
 

ラ
、
ネ
ジ
キ
、
ヤ
マ
ツ
ツ
ジ
、
コ
パ
ノ
ガ
マ
ズ
ミ
、
ス
ノ
キ
、
リ
ョ
ウ
プ
な
ど
の
二
次
株
安
素
が
多
い
こ
と
で
あ
る
。
さ
ら
に
、
森
 
 

林
分
布
の
中
心
が
海
抜
三
〇
〇
～
五
〇
〇
メ
ー
ト
ル
に
あ
り
、
常
緑
広
葉
樹
林
が
発
達
す
る
に
は
、
や
や
高
海
抜
で
あ
る
た
め
に
暖
 
 

温
帯
樹
林
要
素
の
カ
ク
レ
ミ
ノ
、
シ
ロ
ダ
モ
、
テ
イ
カ
カ
ズ
ラ
、
ペ
ニ
シ
ダ
、
サ
カ
キ
な
ど
は
少
な
く
、
わ
ず
か
に
ヒ
サ
カ
キ
が
多
 
 

い
の
が
目
立
つ
。
そ
し
て
、
…
、
、
ツ
ガ
、
ウ
ラ
ジ
ロ
ガ
シ
な
ど
の
中
間
温
帯
樹
林
と
の
共
通
要
素
の
ソ
ヨ
ゴ
、
ア
セ
ビ
が
広
く
分
 
 

布
し
て
い
る
。
ま
た
、
冷
粗
帯
樹
林
と
の
共
通
要
素
で
あ
る
ク
ロ
モ
ジ
、
ミ
ヤ
て
ガ
マ
ズ
ミ
、
コ
シ
ア
プ
ラ
、
ダ
ソ
コ
ウ
パ
イ
、
7
 
 

オ
ハ
ダ
、
タ
ム
シ
バ
な
ど
も
普
通
に
み
ら
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
こ
と
か
ら
熊
野
町
の
森
林
は
、
暖
温
帯
細
林
の
要
素
は
貧
弱
で
あ
 
 

り
、
一
方
中
間
温
帯
か
ら
冷
温
帯
樹
林
と
の
共
通
要
素
を
多
く
も
つ
と
い
う
特
徴
が
認
め
ら
れ
る
。
 
 
 

そ
れ
で
は
熊
野
町
で
み
ら
れ
た
主
な
植
物
群
落
に
つ
い
て
述
べ
る
。
 
 

ア
ラ
カ
シ
は
い
わ
ゆ
る
カ
シ
の
こ
と
で
土
壌
条
件
の
良
い
場
所
に
み
ら
れ
る
。
ア
ラ
カ
シ
の
優
占
す
る
林
分
と
 
 
 

行
わ
れ
た
こ
と
も
あ
る
。
西
日
本
に
分
布
し
、
瀬
戸
内
海
沿
岸
部
で
も
特
に
古
生
層
粘
板
岩
地
域
に
は
広
い
森
林
が
発
達
す
る
こ
と
 
 

が
多
い
D
適
潤
な
条
件
を
好
み
上
保
原
の
斜
面
下
部
に
群
生
し
て
い
る
の
が
み
ら
れ
た
が
一
般
的
に
は
少
な
い
。
 
 
 

コ
ナ
ラ
は
落
葉
広
葉
樹
の
中
で
最
も
身
近
な
木
で
古
く
か
ら
「
ま
き
」
す
な
わ
ち
薪
炭
材
と
し
て
人
々
に
親
し
ま
れ
て
き
た
木
で
あ
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常
緑
広
葉
樹
林
 
 

る
。
 
 

落
葉
広
葉
樹
林
 
 

し
て
は
、
木
綿
地
の
神
社
林
、
城
山
山
麓
で
記
録
し
た
が
、
樹
高
や
胸
高
直
径
が
小
さ
く
二
次
林
と
考
え
ら
れ
 
 

ノ
ダ
ル
ミ
は
温
澗
な
条
件
を
好
む
木
で
、
初
神
の
上
部
の
流
紋
岩
地
域
の
谷
沿
い
に
群
生
し
て
い
る
の
が
見
ら
 
 

れ
た
。
ア
ベ
マ
キ
は
樹
皮
に
コ
ル
ク
層
が
発
達
し
て
お
り
、
か
っ
て
は
コ
ル
ク
を
と
る
た
め
に
樹
皮
の
採
取
が
 
 

35   



直
分
布
域
は
暖
温
帯
域
を
中
心
に
中
間
温
帯
域
に
ま
で
広
が
り
、
僅
か
で
は
あ
る
が
冷
温
帯
域
に
ま
で
達
す
る
。
 
 

さ
て
、
熊
野
町
の
ア
カ
マ
ツ
林
は
、
適
潤
型
、
中
間
型
、
乾
性
型
の
三
つ
の
型
に
分
け
ら
れ
た
。
適
潤
型
ア
カ
マ
ツ
林
は
、
種
組
成
 
 

か
ら
は
、
ヤ
プ
コ
ウ
ジ
、
ネ
ズ
ミ
モ
チ
、
タ
カ
ノ
ツ
メ
、
ア
ラ
カ
シ
、
ヤ
ブ
ツ
バ
キ
、
グ
ロ
キ
な
ど
を
も
ち
、
良
い
土
壌
条
件
や
恵
 
 

ま
れ
た
水
分
条
件
の
場
所
で
あ
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
乾
性
型
ア
カ
マ
ツ
林
は
、
ネ
ズ
、
ス
ス
キ
、
ナ
ツ
ハ
ゼ
、
コ
シ
ダ
な
ど
 
 

や
、
さ
ら
に
ガ
ン
ピ
、
シ
ャ
シ
ャ
ソ
ボ
な
ど
の
よ
り
耐
乾
性
の
あ
る
種
に
よ
っ
て
特
徴
づ
け
ら
れ
て
い
る
。
中
間
型
ア
カ
マ
ツ
林
は
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る
。
コ
ナ
ラ
は
ア
カ
マ
ツ
林
内
に
は
普
通
に
見
ら
れ
る
が
、
ア
カ
マ
ツ
よ
り
も
生
長
が
遅
く
、
コ
ナ
ラ
林
と
し
て
成
立
す
る
に
は
よ
 
 

り
良
い
水
分
条
件
や
土
壌
条
件
が
必
要
で
あ
る
。
そ
の
た
め
花
崗
岩
地
域
で
は
斜
面
下
部
に
散
在
し
、
ま
た
保
水
性
の
良
い
流
紋
岩
 
 

地
域
で
は
大
迫
山
、
原
山
、
鉾
取
山
と
続
く
尾
根
部
に
み
ら
れ
る
。
良
い
土
壌
条
件
を
示
す
ヤ
プ
コ
ウ
ジ
、
ネ
ズ
ミ
モ
チ
、
タ
カ
ノ
 
 

ッ
メ
な
ど
が
よ
く
出
現
し
て
い
る
。
こ
れ
に
は
三
つ
の
型
が
認
め
ら
れ
た
。
一
つ
は
ア
ラ
カ
シ
、
ヤ
ブ
ツ
バ
キ
な
ど
を
も
つ
適
潤
型
 
 

コ
ナ
ラ
林
、
次
に
ネ
ズ
、
ス
ス
キ
を
も
つ
乾
性
型
コ
ナ
ラ
林
、
そ
し
て
ク
リ
、
ア
ブ
ラ
チ
ャ
ソ
、
ヤ
マ
ウ
グ
イ
ス
カ
グ
ラ
な
ど
を
も
 
 

ち
、
原
山
方
面
に
多
い
高
所
型
コ
ナ
ラ
林
で
あ
る
。
 
 
 

ヒ
メ
ヤ
シ
ャ
プ
シ
群
落
及
び
オ
オ
バ
ヤ
シ
ャ
プ
シ
群
落
は
両
種
共
に
路
傍
を
中
心
に
広
く
見
ら
れ
、
と
き
に
群
生
し
て
い
る
。
本
 
 

来
は
の
り
面
処
理
の
た
め
に
植
栽
さ
れ
た
も
の
が
分
布
を
拡
大
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。
 
 
 

低
木
林
は
伐
採
な
ど
に
よ
り
二
次
的
に
生
じ
た
コ
ナ
ラ
、
ネ
ジ
キ
、
コ
シ
ア
プ
ラ
、
ク
ロ
モ
ジ
な
ど
の
落
葉
広
葉
樹
を
中
心
と
し
 
 

て
、
ア
セ
ビ
、
ソ
ヨ
ゴ
、
ヒ
サ
カ
キ
な
ど
の
常
線
広
葉
樹
、
さ
ら
に
ア
カ
マ
ツ
な
ど
が
加
わ
っ
て
で
き
た
も
の
で
あ
る
。
ヤ
プ
コ
ウ
 
 

ジ
、
ミ
ツ
バ
ア
ケ
ビ
、
タ
カ
ノ
ツ
メ
な
ど
を
も
つ
適
潤
型
低
木
林
、
ネ
ズ
、
ス
ス
キ
、
ナ
ツ
ハ
ゼ
、
コ
シ
ダ
な
ど
を
も
つ
乾
性
型
低
 
 

木
林
に
区
別
さ
れ
た
。
 
 

ア
カ
マ
ツ
林
 
 

ア
カ
マ
ツ
林
は
、
瀬
戸
内
海
沿
岸
地
域
で
は
花
崗
岩
地
域
を
中
心
に
最
も
広
く
見
ら
れ
る
森
林
で
あ
る
。
そ
の
垂
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適
澗
型
と
乾
性
型
を
特
徴
づ
け
る
種
、
ヤ
プ
コ
ウ
ジ
、
ネ
ズ
な
ど
を
両
方
も
つ
と
い
う
中
間
的
な
性
格
を
も
っ
て
い
る
。
こ
の
三
つ
 
 

の
型
の
分
布
に
つ
い
て
、
園
1
－
3
－
2
に
示
さ
れ
て
い
る
が
、
適
潤
型
を
黒
丸
、
中
間
型
を
半
黒
丸
、
乾
性
型
を
白
丸
で
そ
れ
ぞ
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T．常緑広扇横棒 1．★アラカシ林  
n．言葉広軌淋1．●ノダルミ1本 2．●アベマキ格 3．⊃ナラ林（1ti垂澗望、2［】幸E性聖・］凹銅製）  

4．ヤシヤ7シ親株（ヒメヤシヤプシ．オオ′叶シヤフシ）  
5．1ま木群落（1l邁湖型．20乾性型）  

札告榊1．●通牒型アカマツ寸木 2．0中間型アカマッチ象 3．0乾姓聖アカマツ棒  
W．植林1．▲スキ桝 2，Aヒ／キ植林 ヨ．∧竹林  
＋ 地質の：凰界さ象  

－・一市町妓   

図1－3－2 熊野町及びその周辺における主な森林群落の分布図  
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シ
な
ど
を
共
通
に
も
ち
、
と
も
に
適
潤
な
立
地
条
件
で
あ
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
 
 
 

ス
ギ
植
林
地
は
湿
潤
な
立
地
が
良
い
。
町
内
で
は
花
崗
岩
地
が
多
い
た
め
に
適
地
が
少
な
く
、
合
せ
て
経
済
的
な
理
由
と
も
重
な
 
 

っ
て
大
迫
山
周
辺
及
び
海
上
側
奥
の
流
紋
岩
地
域
を
中
心
に
少
し
み
ら
れ
た
だ
け
で
あ
る
。
 
 
 

ヒ
ノ
キ
植
林
地
は
適
潤
地
で
あ
る
こ
と
が
必
要
で
、
ス
ギ
ほ
ど
に
は
水
分
を
要
求
し
な
い
け
れ
ど
も
、
適
地
は
同
よ
う
に
少
な
く
 
 

て
、
流
紋
岩
地
域
を
中
心
に
ス
ギ
植
林
地
に
隣
接
し
て
少
し
み
ら
れ
た
。
 
 
 

竹
林
と
し
て
は
モ
ウ
ソ
ウ
チ
ク
林
や
マ
ダ
ケ
林
が
川
沿
い
を
中
心
に
多
く
見
ら
れ
る
が
、
一
般
に
数
ア
ー
ル
程
度
の
規
模
の
も
の
 
 

が
多
い
。
ま
た
メ
ダ
ケ
群
落
も
川
沿
い
に
と
き
ど
き
み
ら
れ
る
。
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れ
示
し
て
い
る
。
そ
の
は
か
の
森
林
群
落
に
つ
い
て
も
同
様
に
湿
性
の
も
の
を
黒
く
、
中
間
を
半
黒
で
、
乾
性
を
白
抜
き
で
示
し
て
 
 

い
る
が
、
そ
の
分
布
の
特
徴
と
し
て
は
、
熊
野
町
北
部
の
大
迫
山
の
山
腹
に
み
ら
れ
る
花
崗
岩
と
流
紋
岩
の
境
界
付
近
に
お
け
る
母
 
 

岩
の
違
い
に
基
づ
く
適
潤
型
と
乾
性
型
の
分
布
の
遣
い
で
あ
る
。
ち
ょ
う
度
南
向
き
の
斜
面
の
た
め
日
射
量
が
多
く
、
そ
の
た
め
蒸
 
 

散
量
が
多
く
な
り
、
特
に
深
層
夙
化
の
進
ん
だ
花
崗
岩
地
域
で
ほ
、
乾
燥
条
件
が
生
じ
、
風
化
が
深
部
に
お
よ
び
に
く
く
、
土
張
の
 
 

粒
度
も
小
さ
く
水
も
ち
の
良
い
流
紋
岩
地
域
と
の
違
い
と
し
て
あ
ら
わ
れ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
よ
う
な
結
果
ほ
熊
野
町
東
 
 

部
お
よ
び
西
部
の
南
北
に
走
る
尾
根
部
で
は
見
ら
れ
な
か
っ
た
が
、
海
抜
や
斜
面
方
向
の
違
い
が
日
射
量
や
蒸
散
量
を
低
く
し
、
ま
 
 

た
同
じ
花
山
岡
岩
で
も
風
化
の
程
度
が
低
か
っ
た
り
し
て
、
乾
煉
度
を
低
め
た
た
め
と
考
え
ら
れ
る
。
 
 

ニ
タ
ビ
ラ
。
、
ク
ネ
ッ
ケ
バ
ナ
、
ナ
ズ
ナ
、
ト
キ
ワ
ハ
ゼ
な
ど
の
全
国
的
な
共
通
種
が
多
く
、
こ
れ
に
広
島
県
の
沿
岸
型
を
示
す
セ
 
 
 

雑
葺
群
落
 
 

植
林
 
 
植
林
と
し
て
は
ス
ギ
植
林
、
ヒ
ノ
キ
植
林
、
竹
林
が
あ
げ
ら
れ
る
が
、
こ
れ
ら
は
ヤ
プ
コ
ウ
ジ
、
ネ
ズ
、
、
、
モ
チ
、
ア
ラ
カ
 
 

熊
野
町
の
水
田
雑
草
群
落
と
路
傍
郊
草
群
落
に
つ
い
て
述
べ
る
。
 
 

水
田
雑
草
群
落
と
し
て
は
、
ス
ズ
メ
ノ
テ
ッ
ポ
ウ
、
ス
ズ
メ
ノ
カ
タ
ビ
ラ
、
ノ
ミ
ノ
フ
ス
マ
、
レ
ソ
ゲ
ソ
ウ
、
コ
オ
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ト
ガ
ヤ
、
カ
ズ
ノ
コ
グ
サ
が
わ
ず
か
に
加
わ
り
、
さ
ら
に
湿
田
で
は
セ
リ
、
ミ
ゾ
ソ
バ
、
タ
ガ
ラ
シ
な
ど
が
、
乾
田
で
は
ハ
ル
ノ
ノ
 
 

ゲ
シ
、
ヨ
モ
ギ
な
ど
が
こ
れ
に
加
わ
っ
て
い
る
。
 
 
 

路
傍
雑
草
群
落
と
し
て
は
、
ヨ
モ
ギ
、
ス
ス
キ
、
オ
オ
バ
コ
、
シ
ロ
ツ
メ
ク
サ
、
ス
ギ
ナ
な
ど
が
多
く
、
春
に
は
こ
れ
に
、
ヒ
メ
 
 

ジ
ョ
オ
ン
、
コ
メ
ツ
プ
ツ
メ
ク
サ
、
カ
ラ
ス
ノ
エ
ン
ド
ウ
、
オ
ラ
ン
ダ
ミ
ミ
ナ
グ
サ
、
カ
モ
ジ
グ
サ
な
ど
が
、
夏
か
ら
秋
に
は
ヤ
ハ
 
 

ズ
ソ
ウ
、
ツ
ユ
ク
サ
、
コ
ッ
プ
キ
ン
ユ
ノ
コ
ロ
、
メ
ヒ
シ
バ
な
ど
が
こ
れ
に
加
わ
る
こ
と
に
な
る
。
 
 

か
る
よ
う
に
、
町
が
学
術
研
究
上
意
義
の
高
い
巨
樹
の
保
存
に
、
い
か
に
積
極
的
に
力
を
注
い
で
い
る
か
が
う
か
が
え
る
。
 
 

ク
ほ
、
暖
帯
地
方
に
分
布
す
る
常
緑
樹
で
あ
る
が
、
格
別
の
手
入
れ
を
行
わ
ず
と
も
端
整
な
形
と
な
り
、
菓
も
光
沢
が
あ
っ
て
美
し
 
 

い
こ
と
か
ら
、
庭
木
と
し
て
よ
く
植
え
ら
れ
る
。
町
内
に
は
、
ほ
ぼ
同
じ
胸
高
幹
田
を
も
つ
中
浩
の
光
政
坊
境
内
の
モ
ッ
コ
ク
が
あ
 
 

り
、
と
も
に
昭
和
五
十
五
年
五
月
一
日
天
然
記
念
物
に
指
定
さ
れ
た
。
ク
ロ
マ
ツ
の
方
は
、
鳥
居
の
す
ぐ
側
に
そ
の
雄
姿
を
見
せ
て
 
 

い
た
と
思
わ
れ
る
が
、
今
は
な
く
切
株
の
み
が
そ
れ
を
想
像
さ
せ
る
。
記
録
に
よ
る
と
胸
高
幹
囲
四
二
ハ
メ
ー
ト
ル
、
樹
高
二
八
メ
 
 

ー
ト
ル
あ
っ
た
が
、
昭
和
五
十
七
年
に
枯
れ
て
伐
採
さ
れ
た
。
ま
た
、
本
樹
と
と
も
に
天
然
記
念
物
に
指
定
さ
れ
た
呉
地
の
一
本
松
 
 

第
三
節
 
植
 
 
 
物
 
 

概
説
 
 

大
歳
神
社
の
モ
ッ
コ
ク
と
ク
ロ
マ
ツ
 
 

熊
野
町
内
で
指
定
さ
れ
て
い
る
文
化
財
は
、
天
然
記
念
物
の
巨
樹
に
関
す
る
一
〇
件
の
み
で
あ
る
。
県
内
各
市
町
村
指
定
 
 

の
巨
樹
に
関
す
る
天
然
記
念
物
の
件
数
で
ほ
庄
原
市
と
並
ん
で
昭
和
六
十
一
年
現
在
六
番
目
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
分
 
 

二
 
天
然
記
念
物
（
植
物
）
 
 

出
来
庭
に
あ
る
こ
の
神
社
の
境
内
左
手
奥
、
道
路
に
接
し
て
モ
ッ
コ
ク
が
あ
る
。
胸
高
幹
 
 

囲
一
・
四
メ
ー
ト
ル
、
樹
高
一
三
メ
ー
ト
ル
で
県
内
で
も
有
数
の
巨
樹
で
あ
る
。
モ
ッ
コ
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第
二
蔀
 
自
然
環
境
 
 

囲134 ㌫永氏宅のヒイ ラギ  

（昭和61年撮影）  

匡＝仁一3－3 大蔵神社のモ ッコク  

（昭和61年撮影）  

（
胸
高
幹
囲
四
メ
ー
・
1
い
ル
、
樹
高
二
〇
メ
ー
ト
ル
）
も
枯
れ
て
 
 

今
は
な
い
。
現
在
熊
野
町
指
定
の
ク
ロ
マ
ツ
の
天
然
記
 
 

念
物
の
生
存
樹
は
な
い
。
 
 

本
樹
は
、
庭
木
と
し
て
植
 
 
 

益
永
氏
宅
の
ヒ
イ
ラ
ギ
 
 

栽
さ
れ
て
い
る
も
の
で
胸
 
 

高
幹
囲
一
・
六
メ
ー
ト
ル
、
樹
高
一
二
メ
ー
ト
ル
あ
 
 

り
、
県
内
三
位
の
雄
株
の
巨
樹
で
あ
る
。
主
人
の
話
に
 
 

ょ
る
と
、
晩
秋
樹
冠
い
っ
ぱ
い
に
咲
い
た
花
は
ち
ょ
う
 
 

ど
白
雪
を
い
た
だ
い
た
よ
う
で
、
実
に
美
し
い
と
の
こ
 
 

と
で
あ
る
。
ヒ
イ
ラ
ギ
は
関
東
以
南
の
本
州
か
ら
台
湾
 
 

に
ま
で
分
布
す
る
暖
帯
の
常
緑
樹
で
、
厄
除
け
と
し
て
 
 

よ
く
門
口
な
ど
に
植
え
ら
れ
る
。
樹
齢
五
〇
年
か
ら
八
 
 

〇
年
く
ら
い
の
も
の
で
は
、
菓
の
と
げ
が
な
く
な
る
 
 

が
、
本
樹
に
も
と
げ
が
み
ら
れ
な
い
。
 
 

萩
原
の
小
さ
な
神
社
に
み
ら
れ
 
 
 

門
殿
神
社
の
フ
ジ
 
 

る
本
樹
は
天
然
の
も
の
で
、
胸
 
 

高
幹
田
一
・
三
メ
ー
ト
ル
で
や
や
扁
平
な
樹
幹
を
な
 
 

し
、
そ
ば
の
ア
ラ
カ
シ
に
か
ら
み
つ
き
途
中
三
木
に
分
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第
三
節
 
植
 
 
 

国1－3－6 光教妨のモッコク  

（昭和61年撮影）   匡＝35 ナ川1八R貯ネl柑二のタブノキ  

（昭和61年撮影）  

岐
し
、
そ
の
一
本
は
詞
の
裏
に
生
育
す
る
ア
ベ
マ
 
 
 

キ
の
幹
を
つ
た
っ
て
樹
冠
を
広
げ
て
い
る
。
呉
市
 
 
 

の
天
然
記
念
物
田
中
八
幡
神
社
の
社
叢
の
フ
ジ
 
 
 

は
、
胸
高
幹
圃
二
メ
ー
ト
ル
あ
り
樹
齢
四
〇
〇
年
 
 
 

と
推
定
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、
熊
野
町
の
フ
ジ
も
か
 
 
 

な
り
の
古
木
で
あ
る
。
 
 

本
樹
は
、
両
の
 
 

岸
田
八
幡
神
社
の
タ
ブ
ノ
キ
 
 

す
ぐ
後
ろ
に
み
 
 

ら
れ
、
地
上
か
ら
二
メ
ー
ト
ル
付
近
で
二
つ
に
分
岐
 
 

し
、
そ
の
一
方
ほ
す
で
に
枯
れ
て
存
在
し
な
い
。
胸
 
 

高
幹
圃
四
二
一
メ
ー
ト
ル
、
樹
高
二
〇
メ
ー
ト
ル
で
 
 

県
内
二
位
の
巨
樹
で
あ
る
。
タ
ブ
ノ
キ
は
海
に
近
い
 
 

東
北
地
方
以
南
の
山
中
に
み
ら
れ
、
シ
イ
ノ
キ
な
ど
 
 

と
と
も
に
暖
帯
の
極
相
林
を
形
成
す
る
こ
と
が
多
 
 

い
。
ま
た
こ
の
境
内
に
は
か
つ
て
胸
高
幹
田
二
・
八
 
 

メ
ー
ト
ル
の
エ
ノ
キ
の
巨
樹
も
あ
っ
た
が
、
昭
和
五
 
 

十
八
年
に
折
れ
て
倒
れ
、
今
は
切
株
だ
け
で
あ
る
。
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モ
ッ
コ
ク
は
大
歳
神
社
の
も
の
と
胸
高
幹
囲
は
、
ほ
ぼ
同
じ
で
あ
る
が
、
樹
高
ほ
や
や
低
い
。
 
 

両
樹
と
も
屋
敷
の
裏
手
に
み
ら
れ
る
。
こ
の
エ
ノ
キ
は
樹
冠
を
大
き
く
広
げ
母
屋
の
屋
根
の
 
 
 

佐
々
木
氏
宅
の
エ
ノ
キ
と
サ
カ
キ
 
 一

部
を
覆
い
よ
く
繁
っ
て
い
る
。
昭
和
五
十
三
年
頃
母
屍
の
火
災
で
、
幹
の
一
部
が
い
た
ん
 
 

で
い
る
が
、
樹
勢
は
よ
い
。
胸
高
幹
囲
二
・
四
メ
ー
ト
ル
、
樹
高
二
五
メ
ー
ト
ル
あ
る
。
エ
ノ
キ
は
、
一
里
塚
の
木
と
し
て
、
ま
た
 
 

神
木
と
し
て
植
え
ら
れ
て
い
る
が
、
一
般
に
は
屋
敷
林
と
し
て
植
え
ら
れ
、
日
本
各
地
に
樹
形
の
美
し
い
巨
木
が
多
い
。
サ
カ
キ
は
 
 

暖
帯
の
森
林
中
に
よ
く
日
生
し
て
い
る
が
、
神
事
の
樹
木
で
あ
る
こ
と
か
ら
神
社
の
境
内
に
よ
く
植
え
ら
れ
て
い
る
。
佐
々
木
氏
宅
 
 

の
サ
カ
キ
の
よ
う
に
、
民
家
に
こ
の
よ
う
な
巨
木
が
み
ら
れ
る
こ
と
は
珍
し
い
。
胸
高
幹
田
一
二
一
メ
ー
ト
ル
、
樹
高
一
〇
メ
ー
ト
 
 

ル
あ
り
、
県
内
で
天
然
記
念
物
に
指
定
さ
れ
て
い
る
の
は
本
樹
の
み
で
あ
る
が
、
ス
ス
病
の
た
め
か
現
在
は
菓
を
落
と
し
、
無
惨
な
 
 

老
木
を
さ
ら
し
て
い
る
。
 
 
 

第
一
章
 
自
然
環
境
 
 

国13  〃．丹木氏宅のエ ノ キ  

（昭和61年蹄形）  

寺
の
境
内
右
 
 
 

光
教
坊
の
イ
チ
ョ
ウ
と
モ
ッ
コ
ク
 
 

手
に
両
樹
は
 
 

並
ん
で
植
え
ら
れ
て
い
る
。
イ
チ
ョ
ウ
は
胸
高
幹
閉
 
 

四
二
一
メ
ー
ト
ル
、
樹
高
二
五
メ
ー
ト
ル
の
雌
株
で
 
 

あ
る
。
俗
に
い
う
乳
柱
は
な
い
が
、
所
々
小
さ
な
木
 
 

癒
状
の
も
の
が
み
ら
れ
る
。
イ
チ
ョ
ウ
は
お
寺
や
神
 
 

社
に
よ
く
み
ら
れ
る
が
、
一
般
に
径
一
メ
ー
ト
ル
く
 
 

ら
い
で
樹
齢
二
五
〇
年
か
ら
三
〇
〇
年
く
ら
い
で
あ
 
 

る
こ
と
か
ら
、
本
樹
も
相
当
の
樹
齢
と
思
わ
れ
る
。
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て
役
立
つ
も
の
と
思
わ
れ
る
。
 
 

第
三
節
 
植
 
 
 
物
 
 
 

回138 叶t手のクワ  

（昭和61年据形）  

っ
て
生
育
し
て
い
る
。
い
ず
れ
も
胸
高
幹
囲
〇
・
 
 

八
メ
ー
ト
ル
、
樹
高
一
〇
メ
ー
ト
ル
く
ら
い
の
も
 
 

の
で
、
現
在
県
内
で
天
然
記
念
物
と
し
て
指
定
さ
 
 

れ
て
い
る
の
は
本
樹
の
み
で
あ
る
。
群
馬
県
沼
田
 
 

市
石
墨
に
あ
る
胸
高
幹
因
五
メ
ー
ト
ル
の
も
の
に
 
 

ほ
遠
く
お
よ
ば
な
い
が
、
都
市
化
の
進
む
熊
野
町
 
 

内
に
あ
っ
て
、
開
発
前
の
面
影
を
残
す
も
の
と
し
 
 

平
谷
の
ク
ワ
 
 
熊
野
団
地
の
西
に
沿
っ
て
流
れ
 
 

る
平
谷
川
の
河
畔
に
三
木
集
ま
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